
ヒメゴマガイ(矢野，仮称) (ゴマガイ科) 兵庫県ランク：Ｃ

Diplommatina sp. 環境省ランク：指定なし

種の概要 主要な選定理由

△ ○ △

県内分布

県内における生息状況及びその他特記事項

保護上の留意点

生息環境
の特殊性

宍粟市、朝来市

新規追加種。播磨西部や但馬南部の中国山地南麓に分布するが、既知産地はわずかでしかなく、局所
的である。
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兵庫県から岡山県にかけての中国山地南麓に分布が知られて
いる未記載種。国内に広く分布し、形態的によく似たゴマガイ
D. uzenensis cassa  より一回り小さく殻長2.8mm程度である。各
螺層はよく膨らみ、殻頂部を除く各螺層の成長脈は、ほぼ同間
隔である。殻口はほぼ丸く、腔襞は体層の3分の1弱の長さで、
緊線の側近に位置する。

人為性 学術性

分
布
が
極
限

分
布
の
限
界

希
少

自然林は別として、杉林における生息地で
は、間伐を行い、適度な林間と低木、草本の
維持を図り、適度な湿度のある林床を保持す
る。
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